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基質特異性が寛容な放線菌由来プレニルトランスフェラーゼの機能解析 

熊野匠人 

 

プレニル化化合物は主に植物やカビから単離されており、抗菌、抗酸化、抗腫瘍、抗ガン

活性など医薬品のシーズとして期待される化合物である。しかし、天然には微量にしか存在

せず、有機合成も煩雑である。一方で一部の放線菌はポリケタイドとテルペノイドが融合し

たユニークな構造の化合物を生産することが知られている。フラキノシンは、Streptomyces sp. 
KO-3988 株が生産する抗腫瘍活性を有する融合化合物である。これまでに数種の融合化合物

の生合成遺伝子クラスターが明らかにされている。しかしながら、いずれの化合物について

も、ポリケタイド骨格にテルペノイド部を縮合するプレニルトランスフェラーゼが同定され

てはいるものの、その生理的なポリケタイド基質と反応産物は明らかにされていなかった。

本発表ではフラキノシン生合成酵素 Fur7の生理的基質や放線菌由来プレニルトランスフェラ

ーゼを利用したプレニル化化合物の合成について発表する。 
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要旨 

プレニルトランスフェラーゼ Fur7 破壊株の培養液中から、Fur7 によってゲラニル基が付

加される生理的基質を精製した。このゲラニル化産物は、フラキノシンに変換されたことか

ら生合成中間体と考えられる。さらに Fur7、ナフテルピン生産菌 Streptomyces sp. CL190 株由

来の NphB、S. coelicolor A3(2)由来の NphB ホモログ SCO7190 を用いて dihydroxy naphthalene 
(DHN)、フラボノイド、植物ポリケタイドを基質にプレニル化を試みた。NphB では DHN、

フラボノイド、植物ポリケタイドの水酸基のオルト位またはパラ位をプレニル化することが

でき、水酸基のプレニル化も見られた。Fur7 はフラボノイドに対しては活性を示さなかった

が植物ポリケタイドをプレニル化することができた。SCO7190 は DMAPP を基質とし DHN
やフラボノイド、植物ポリケタイドに対して活性を示した。 
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